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志を立てて以て万事の源とす 

     吉田松陰『士規七則』より 

 

幕末の思想家、吉田松陰（1830～1859）は、短い生

涯でしたが、その思想や行動は、明治維新で活躍した多

くの人びとに影響を与えました。この言葉は、「何事にもま

ず確固たる志を立てることが第一であり、その志こそが

すべての行動や成果の始まりとなる」という意味です。 

青春期の３年間に、志を立て、それを実現するための

努力を重ねてください。３年後、今までに見たことのない

景色を見ることになると思います。 

 

☆『三国志』の英雄たちから学ぶ「生きる目的」☆ 

『三国志』とは、中国の後漢・三国時代

に中国統一を目指し、群雄割拠してい

た歴史をまとめた書物の総称です。登

場人物たちは、それぞれ全く異なる目的

を持って激動の時代を駆け抜けました。 

 

劉備（蜀を建国） 

「漢王朝の再興」と「民の平和」という大

義を掲げました。個人の野心ではなく、他

者のために生きるという大義が、多くの優

れた人材を引きつける原動力となりまし

た。 

 

曹操（魏を建国） 

 「乱世を終わらせるための変革」と

「新しい秩序の構築」に生涯を捧げま

した。自身の才能と合理性をフルに活

かし、現状打破と圧倒的な成果を追求

しました。 

 

孫権（呉を建国）         

先代や兄が築いた「江東（呉）の地と家族の

繁栄」を守り抜き、国を安定させることに重

きを置きました。 

 

「『志』は、曹操のように、安定した国家制度を作ることや、

関羽・張飛のように、惚れ込んだ人のために命をかけるよう

な難しいことだけではありません。志は、若いときに抱く夢か

ら始まります。」と早稲田大学教授、渡邊義浩さんは、著書

『三国志が好き！』で述べています。なりたい自分の姿をイ

メージして、行動する３年間にしてみましょう。 

 

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜 

【1 学期の主な進路行事】 

① 6 月 2 日（火） 進路セミナー（５・６限） 

② 6 月 6 日（土） 土曜講座（普通科全学年） 

③ 6 月 29 日（月）～7 月 2 日（木）期末考査 

④ 7 月 4 日（土）進研記述模試・実力診断テスト 

（普通科全学年 ３年１組は５日（日）まで） 

⑤ 7 月 11 日（土）土曜講座（３年のみ） 

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜 

今年第 1 回の定期考査は 6 月 29 日（月）～7 月 2 日

（木）になります。 昨年までと違い、中間考査がないため、

範囲が広くなることが予想されます。３年生にとっては、こ

のテストの成績が１学期の仮評定となります。「こんなはず

じゃなかった……」と、ならないために、「定期考査対策」

について、もう一度確認しましょう！ 

 

①１回１回の授業を大切にする 

②教科書・資料集を再確認する 

③計画を立てて学習（手帳を活用）する 

試験１カ月前（５/２９）･･･テストを意識して勉強開始。 

３週間前まで（６/８）･･･課題を終わらせる。 

２週間前まで（６/１５）･･･数学などの演習を一通りやる。

それ以降（６/１６～２８）･･･まとめノートを作る。 

（オススメ…覚えるべき内容の勉強を中心に進める） 

④テスト範囲を予測する 

高校の定期考査は、中学よりも科目が細かく分かれま

す。先輩達の受験体験談には 3 週間前にはテスト範囲を

予測していたと書いてありました。暗記要素の大きい文系

科目の試験対策を定期的に学習しておいて、理系科目は

自分が解けない問題をひたすら解くことです。 

⑤普段から少しずつ復習する 

急に暗記してしまうことはできません。スキマの時間で

英単語の復習をして、休み時間に３分でも良いので授業

の復習をするだけで､テスト前に楽になると思います。 

⑥授業プリントはきちんとまとめておく 

授業プリントはきちんとまとめて、テスト勉強の際にすぐ

に見直せるようにしましょう。整理整頓！ 

       ＊裏面にお助け情報があります 
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1週間後、 

2週間後、 

3週間後に 

再チャレンジ！！自力で解決するまで繰り返す！！ 

 

数学ができるようになりたい君へ！！ 必読
 

        数学が苦手な（すぐに忘れてしまう）人の特徴 

問題が与えられると（それほど易しい問題でなくても）すぐに解答を書き始める。 

 

そのほとんどが数式の羅列であり、何を目指している解答なのかはっきりしない。 

問題文にある条件から自分の知っている公式を思いだし、その知識を何となく並べている。 

 

問題が解けなかったとき、ただ解答を読み、納得し（したつもりで）、模範解答を赤ペンで写して終わり。 

 

      問題への向き合い方〔いかにして問題を解くか〕 

 

   ① 問題を理解する   ② 計画を立てる   ③ 計画を実行する    ④ 振り返ってみる 

 

①「問題を理解する」 

  与えられている条件を正しく理解し、最終的に何を求めるかを正しく理解すること。出題者の気持ちになって、 

  ・なぜこの問題にこの条件が必要なのか  ・なぜこのような問いかけになっているのか（小問の流れ） 

  ・出題者はこの問題を通してどのような力を見たいのか といったことまで幅広く考えられるとベストです。 

②「計画を立てる」 

  ・問題のテーマを把握し、そのテーマに関する知識を整理する。 

  ・過去に経験してきた類題を思い起こし、考えられる手法を列挙する。 

③「計画を実行する」 

  （①で細かく分析した問題文の条件）＋ （②で整理した既知の知識） → 結論へ 

「単に知っている知識や公式を羅列するだけでなく、自分はどのような方向に進みたいのか、そのためにはどの

ような知識や手立てが必要なのかを確認しながら進めること」 

   ＊解答に「よって」「なぜならば」「～を示すには･･･～を示せばよい」といった日本語を正しく用いることで

自分の考えがよりクリアになる。 

☆④「振り返ってみる」 

（ア）答えが合っていた場合 

   ・自分の解答と模範解答とを見比べる。解法が同

じ場合、解答の読みやすさと論理展開を見比べて

自分の解答は読みにくくないか（日本語の使い方

や、図やグラフの使い方なども）、同じ方針であっ

ても、論理的な欠如や余分な記述はないかといっ

たことを、自分が採点者の気持ちになって模範解

答と比べる。 

 

 

 

（イ）答えが間違っていた場合 

   模範解答を赤ペンで写して終わり 

           

分かったつもり 

 この学習方法の一番の欠点は、解説を読んだ直後

は理解できるが、なぜ自分が解けなかったのかとい

う自己分析が足りなかったために、時間が経つとす

ぐに忘れてしまうことです。少しでも身に覚えがあ

る人は「自分が解けなかった原因」を徹底的に追求

すること！ 

 

 

 

        

 

 

     

ゴールへの道筋をイメージ 

・自分が知らなかった知識は何か 

・見落としていた条件はなかったか 

・解決の決め手は何か 

・類似問題の把握は十分であったか 

・どの部分が自分にとって難しかったか 

 

「解けた問題はゴミ。 

解けなかった問題はダ

イヤのような宝物💎」 


